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菊
の
花
の
香
り
も
ひ
と
き
わ
高

く
な
り
、
秋
の
深
ま
り
が
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

退
教
互
は
、
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
現
職
会
員
・
退

職
会
員
を
合
わ
せ
、
六
万
三
千
名
を
超
え
る
全
国
で
も
有
数

の
組
織
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
中
心
的
事
業
で
あ
る
医
療
補
助
金
給
付
を
は
じ
め
、
退

職
後
の
生
活
の
お
役
に
立
つ
活
動
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
六
年
八
月
八
日
に
人
事
院
勧
告
が
行
わ
れ
、

月
例
給
に
お
い
て
、
若
年
層
か
ら
お
お
む
ね
三
十
歳
台
後
半

ま
で
の
職
員
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
全
て
の
職
員
を
対
象
と

し
た
俸
給
表
の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
時
金
に
お

い
て
も
、
年
間
〇
・
一
月
分
の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
物
価
上
昇
に
よ
る
食
品
価
格

や
、
電
気
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
の
高
騰
は
家
計
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
ど
の
年
代
の
生
活
者
も
、
先
行

き
不
透
明
な
将
来
に
不
安
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
退
教
互
事
業
の
果
た
す

役
割
は
、
以
前
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
認
識
の
下
、
今
後
い
っ
そ
う
、
退
職
後
の
福

祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
の
安
定
と
向
上
に
つ
な
が

る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

専
務
理
事　

富
田
直
孝

「ひょっこりひょうたん島」
田中俊行（稲沢・清水小）
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紙
写
真
に
一
言

　

瀬
戸
内
海
に
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ
島
。
岡
村
島
に
向
か
う

フ
ェ
リ
ー
旅
の
途
中
で
見
つ
け
ま
し
た
。
ま
る
で
島
が
、

ゆ
ら
ゆ
ら
と
海
の
一
人
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
名
前
を
調
べ
た
ら
「
福
島
」
と
い
う
縁
起
の
い

い
名
前
で
し
た
。

あいち
退教互だより
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﹇
留
意
点
﹈

○　

医
療
機
関
や
薬
局
ご﹅

と﹅

に
「
医
療
補
助
金

請
求
書
」
を
書
い
て
も
ら
い
、
退
教
互
事
務

局
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
そ

の
際
、
医
療
機
関
や
薬
局
か
ら
文
書
作
成
料

を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

・　

各
医
療
機
関
な
ど
に
は
、
過
去
一
年
間

分
を
ま
と
め
て
、「
請
求
書
」
を
書
い
て

も
ら
う
と
よ
い
で
す
。

　

・　

同
一
の
薬
局
で
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う

な
ど
し
て
、「
請
求
書
」
作
成
の
手
間
や

文
書
作
成
料
を
省
い
て
い
る
会
員
も
み
え

ま
す
。

○　

上
の
【
表
１
】
内
の
七
月
の
場
合
は
、
医

療
補
助
金
が
給
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
六
月
中

に
歯
科
に
通
っ
て
い
れ
ば
給
付
金
に
反
映
さ

れ
ま
す
（
１
６
３
８
円
増
）。
受
診
月
を
考

慮
し
て
、
月
ご
と
の
給
付
金
を
増
や
す
よ
う

に
し
て
い
る
会
員
も
み
え
ま
す
。

○　
「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
の
裏
面
に
は
、

領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
で
の
受
付
と
な
る
病

院
が
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
、
領
収

書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ
の
病

院
で
『
領
収
証
明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○　
「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
は
、
退
教
互
の

Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
両
面

印
刷
し
て
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
ご
自
身
宛

の
返
送
用
封
筒
に
切
手
（
定
型
封
筒
は
一
一

〇
円
、
定
形
外
封
筒
は
一
八
〇
円
）
を
貼
っ

て
退
教
互
事
務
局
へ
送
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
郵
送
し
ま
す
。

医
療
補
助
金
給
付
に
つ
い
て

【今回対象となる方】

　愛知県市町村立小・中・義務教育・特別支
援学校の教諭、養護教諭、栄養教諭、学校事
務職員で、次に該当する方
① 平成７年４月２日～平成８年４月１日に出
生の方
② 令和６年度中の新規採用者で、採用時点で
30歳以上の方（令和７年４月１日以前の出生）

退
教
互
で
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で

自
己
負
担
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
会
員
か
ら
の

申
請
に
よ
り
、
月
ご
と
の
合
計
か
ら
三
千
円
を

引
い
た
額
の
六
割
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｔ
さ
ん
が
、
令
和
五
年
六
月
か
ら

の
一
年
間
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
額
が
次
の

【
表
１
】
の
場
合
、
Ｔ
さ
ん
へ
の
給
付
金
は
、

１
万
２
０
９
６
円
と
計
算
し
ま
す
。

◇　

医
療
保
険
の
適
用
内
で
あ
れ
ば
、
入
院
だ

け
で
な
く
、
通
院
（
鍼
灸
・
接
骨
院
含
む
）、

薬
代
、
義
足
な
ど
治
療
に
必
要
な
用
具
代
が

給
付
の
対
象
で
す
。

◇　

生
涯
を
通
じ
て
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇　

現
職
中
に
掛
金
を
積
み
立
て
終
え
る
の

で
、
退
職
後
に
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
七
年
度  

新
会
員
の
募
集

令
和
七
年
度
の
新
会
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
募
集
期
間
は
、
十
一
月
一
日
（
金
）
か
ら

十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
で
す
。
対
象
と
な
る

方
が
、
今
回
の
加
入
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
内
絵
画
：
豊
田
・
稲
武
中  

白
井
か
さ
ね

令
和
四
年
十
月
か
ら
、
七
十
五
歳
以
上
の
方

で
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
二
割
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、

令﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

和
七
年
九
月
ま
で
は
、
二
割
負
担
に
な
っ
た

方
へ
の
「
配
慮
措
置
」
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
【
表
２
】
の
よ
う
に
、

一
か
月
の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
増﹅

﹅

﹅

加
額
が
、
三
千
円
ま
で
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
割
負
担
に
な
っ
た
方
が
、
退
教
互
の
医
療

補
助
金
の
給
付
額
が
思
っ
た
よ
り
も
少
な
い
と

感
じ
ら
れ
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

窓
口
負
担
が
２
割
と
な
っ
た
方
へ

補
助
金
の
額
が
思
っ
た
よ
り
少
な
い
!?

【表１　Ｔさんが１年間に支払った医療費】

受診年月
窓口で支払った金額（円）

Ａ病院 Ｂ歯科 Ｃ薬局 合計
令和５年６月 8,640 0 1,560 10,200

７月 0 2,730 0 2,730
令和６年３月 12,960 1,440 1,560 15,960

令和５年６月からの１年間の総額 28,890

・６月分…（10,200－3,000）× 0.6 ＝ 4,320（円）
・７月分…　 2,730－3,000＝－ 270 →      0（円）
・３月分…（15,960－3,000）× 0.6 ＝ 7,776（円）

◎Ｔさんへの給付金：4,320 ＋ 7,776 ＝ 12,096（円）

【表２　配慮措置が適用される場合の計算】

①　窓口負担割合１割のとき 5,000円

②　窓口負担割合２割のとき 10,000円

③　負担増（②－①） 5,000円

④　窓口負担増の上限 3,000円

　　払い戻し等（③－④） 2,000円

　　「配慮措置」として、１か月の負担増が
　　3,000円までに抑えられます。

　　※詳しくは、市区町村の後期高齢者医療担当
　　　窓口にお尋ねください。
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ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

次
の
場
合
は
、
退
教
互
事
務
局
へ
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更

◎
登
録
済
み
口
座
の
変
更

◎
会
員
や
受
給
資
格
配
偶
者
の
ご
逝
去

「
退
教
互
だ
よ
り
」
な
ど
の
郵
送
や
必
要
な

連
絡
・
手
続
き
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
現
職
会
員
が
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
は

弔
慰
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
退
職
会
員
・
受
給

資
格
配
偶
者
の
場
合
は
、
埋
葬
料
が
給
付
さ
れ

ま
す
し
、
生
前
の
医
療
費
の
補
助
金
が
請
求

（
過
去
一
年
分
）
で
き
ま
す
。

必
要
な
手
続
き
は
、
ご
家
族
の
方
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で

話
題
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
職
中
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担

分
と
し
て
支
払
っ
た
医
療
費
の
多
く
を
、
掛
金

を
納
め
て
い
る
「
愛
知
県
教
職
員
互
助
会
」
か

ら
補
助
し
て
も
ら
え
ま
す
。
し
か
し
、
退
職
す

る
と
、
そ
う
し
た
補
助
は
な
く
な
り
、
医
療
費

の
出
費
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
退
職
後
も
医
療
費
の
補
助
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
、
校
長
会
と
愛
教
組
が
中
心

と
な
り
、
県
教
委
、
愛
知
県
医
師
会
、
愛
知
県

歯
科
医
師
会
等
の
指
導
を
受
け
て
、
昭
和
四
十

四
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、『
愛
知
県
退
職
教

職
員
互
助
会
』
で
す
。

掛
金
は
、
三
十
歳
に
な
る
年
度
か
ら
積
み
立

て
始
め
、
退
職
前
に
完
納
す
る
こ
と
で
、
会
員

と
し
て
の
特
典
を
、
生
涯
通
じ
て
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
で
す
。
な
お
、
掛
金
は
掛
け
捨
て
で
は

な
く
、退
職
時
に
退
会
を
選
択
し
た
場
合
な
ど
、

そ
れ
ま
で
積
み
立
て
た
掛
金
は
お
返
し
し
ま
す

（
退
職
会
員
に
な
っ
て
か
ら
退
会
は
で
き
ま
せ

ん
）。医療

補
助
金
以
外
、
現
職
会
員
を
対
象
と
し

た
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、
退
教
互
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
全
て
の
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
教
職
員
が
教

育
に
専
念
で
き
る
環
境
整
備
を
求
め
る
陳
情
」

に
つ
き
ま
し
て
、
千
名
を
超
え
る
方
々
に
署
名

を
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
関
係
議
員
に
面
会
し
て
署
名
用
紙
を

手
渡
し
、
現
職
会
員
・
退
職
会
員
皆
さ
ん
の
ご

要
望
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
願
い
を
国
会
へ

現
職
会
員
の
皆
様
へ
改
め
て

『
退
教
互
』っ
て
？

今
年
度
末
に
ご
退
職
の
方
へ

退
教
互
事
業
説
明
会
・
講
演
会
の
開
催

令
和
六
年
度
末
に
退
職
予
定
の
現
職
会
員
の

方
を
対
象
と
し
た
退
教
互
の
事
業
説
明
会
と
、

退
職
後
を
見
据
え
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
、
四
会
場
に
て
開
催
し

ま
す
。
開
催
案
内
は
、
十
二
月
頃
に
各
学
校
に

お
届
け
し
ま
す
。

年
度
末
の
手
続
き
や
退
職
後
に
ご
利
用
い
た

だ
く
、
医
療
補
助
金
の
給
付
を
は
じ
め
と
し
た

事
業
の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
と
会
場

①　

一
月
八
日
（
水
）　

午
後
二
時
か
ら

〈
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
〉

②　

一
月
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

〈
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〉

③　

一
月
十
五
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

〈
豊
橋
商
工
会
議
所
〉

④　

一
月
十
八
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

〈
愛
知
県
教
育
会
館
〉

※
二
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容

○　

退
教
互
の
事
業
説
明
等

•

退
職
会
員
へ
の
移
行
手
続
き

•

受
給
資
格
配
偶
者
の
申
請

•

医
療
補
助
金
の
請
求
方
法

•

文
化
厚
生
事
業
の
内
容

○　

講
演
会

•

退
職
後
の
有
意
義
な
生
活
づ
く
り

•

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

昭
和
44
年
度

竹
内　

志
げ
（
南
知
多
町
）

昭
和
48
年
度

大
鹿　

秋
枝
（
津
島
市
）

昭
和
51
年
度

笹
野　

秀
子
（
千
種
区
）

昭
和
54
年
度

森
下
三
代
子
（
常
滑
市
）

昭
和
54
年
度

山
本
小
千
代
（
常
滑
市
）

昭
和
55
年
度

山
下
三
津
子
（
豊
田
市
）

昭
和
58
年
度

蟹
江
ま
す
子
（
天
白
区
）

昭
和
58
年
度

酒
井　

昭
夫
（
刈
谷
市
）

昭
和
58
年
度

関
戸
喜
久
子
（
岩
倉
市
）

昭
和
58
年
度

古
橋
伊
逸
郎
（
東
郷
町
）

昭
和
59
年
度

稲
垣　

育
代
（
西
尾
市
）

昭
和
59
年
度

野
原
た
ま
き
（
関
ケ
原
町
）

昭
和
60
年
度

塚
本　

英
一
（
守
山
区
）

昭
和
61
年
度

大
藪
い
さ
子
（
扶
桑
町
）

昭
和
61
年
度

鷲
見　

温
子
（
昭
和
区
）

昭
和
62
年
度

小
川　

幸
男
（
豊
橋
市
）

昭
和
62
年
度

鈴
木　

禮
子
（
田
原
市
）

昭
和
62
年
度

谷
沢　

容
子
（
練
馬
区
）

昭
和
62
年
度

手
島　

順
子
（
岡
崎
市
）

昭
和
62
年
度

細
井　

芳
枝
（
南
区
）

昭
和
63
年
度

安
藤　

文
子
（
豊
田
市
）

昭
和
63
年
度

梅
本　

尚
美
（
瀬
戸
市
）

昭
和
63
年
度

荻
須　

壽
人
（
東
海
市
）

昭
和
63
年
度

日
比　

陽
子
（
津
島
市
）

平
成
１
年
度

宇
野
美
佐
子
（
愛
西
市
）

平
成
２
年
度

國
立　

英
夫
（
稲
沢
市
）

次の方々は、前号の「退教互だより」等の郵便物が転居先不明で返送され、困っています。
友人・知人の方で転居先などをご存知の方がみえましたら、退教互にご連絡をお願いします。

お尋ね
昭和44年度～平成２年度

マスコットキャラクター
リフォちゃん
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新
退
職
会
員
連
絡
会

七
月
二
十
日（
土
）　

東
三
河

〈
豊
橋
商
工
会
議
所
〉

七
月
二
十
四
日（
水
）
西
三
河

〈
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〉

七
月
二
十
七
日（
土
）
尾
張
・
名
古
屋

〈
ル
ブ
ラ
王
山
〉

七
月
三
十
一
日（
水
）
全
域

〈
愛
知
県
教
育
会
館
〉

今
年
も
計
四
回
、
新
退
職
会
員
連
絡
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
参
加
者
同
士
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
と
い
う
こ
と
で
、
笑
顔
で
近
況
を

語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
退
教
互
の
事
業
の
概
要
と
と

も
に
、
生
涯
を
通
じ
て
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

医
療
補
助
金
給
付
の
手
続
き
に
、
時
間
を
か
け

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

① 応募内容
● 美しい風景、ほほえましい光景、思い出のひとコマ、かわいいショット、貴重な瞬間など
● ２月１日という発行時期を考慮したもの

② 応募条件
● キャビネ判以上のサイズのカラー写真
● ご本人が撮影した写真で、他のコンテスト等に応募していないもの
（小規模な作品展等で展示した写真については、事務局に電話でお知らせください。）

③ 応募方法
● 氏名と連絡先、勤務校（退職会員の方は退職時の勤務校）をお伝えください。
● 写真の他、写真のタイトル、写真の説明等のコメント（100字程度）を添えて、お届けください。
● 写真データ等をメールでお届けいただいても結構です。ただし、容量は８MB以下でお願いします。
● 応募期限：令和６年11月29日（金）
● 届 け 先：退教互事務局　〒460-0007　名古屋市中区新栄一丁目49-10　愛知県教育会館６階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（メール　afr80960@wind.odn.ne.jp）

その他
● 表紙写真に採用された方には、退教互より記念品をお贈りします。
●  登録商標の無断転用、肖像権や著作権の侵害がないことを確認の上、ご応募ください。この点に関するトラブルについては、本
会は一切の責任を負いません。

退教互だより「表紙写真」の募集
～あなたの写真で退教互だよりの表紙を飾りましょう～

★ 選考により採用された写真は、「退教互だより160号」（令和７年２月１日発行予定）の表紙に
掲載します。お手持ちの写真でも結構です。ぜひご応募ください。お待ちしています。

人
生
百
年
時
代

　
　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

豊
川
市　

河
原
克
明

「
い
よ
い
よ
退
職
」。
そ
ん
な
思
い
が
脳
裏
に

浮
か
び
だ
す
頃
、
煩
わ
し
い
悩
み
が
首
を
も
た

げ
ま
し
た
。
退
職
後
、
健
康
維
持
の
た
め
の
保

険
を
ど
う
す
る
か
で
す
。
数
社
の
保
険
会
社
の

資
料
に
目
を
通
し
ま
し
た
。
保
障
内
容
、期
間
、

掛
け
金
な
ど
、
悩
ま
し
い
限
り
で
す
。
生
来
病

気
知
ら
ず
で
し
た
の
で
思
い
切
っ
て
保
険
貧
乏

か
ら
の
脱
出
も
考
え
ま
し
た
が
、
五
十
路
に
さ

し
か
か
っ
た
頃
か
ら
の
オ
ペ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

（
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
両
肩

人
工
関
節
置
換
、
手
根
管
症
候
群
…
）
が
決
断

を
鈍
ら
せ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
五

里
霧
中
、暗
中
模
索
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

一
月
中
旬
、
退
職
教
職
員
互
助
会
の
事
業
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。「
医
療
補
助
金
給
付
事
業
」
は
、
そ
の
頃

の
私
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
渡
り
に
船
。
即
断
即

決
、
退
職
会
員
へ
の
移
行
手
続
き
を

開
始
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
日
、
豊
橋
商
工
会
議
所

で
開
催
さ
れ
た
新
退
職
会
員
連
絡
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
の
丁
寧
な
説
明
を
聞

き
、
あ
ら
た
め
て
「
入
会
し
て
良

か
っ
た
」「
何
か
あ
っ
て
も
安
心
で

き
る
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。「
人

生
百
年
時
代
」、
こ
の
事
業
を
「
健

康
祈
願
」「
病
気
平
癒
」
の
お
守
り

と
し
て
、
第
二
、
第
三
の
青
春
を
謳

歌
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
退

職
教
職
員
互
助
会
」
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
た
、
熱
戦
の
合
間
に
は
、
加
藤
祐
輝
棋
士

に
よ
る
指
導
碁
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
会
員
に

は
有
意
義
な
一
日
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

囲
碁
大
会
に
参
加
し
て

野
々
目
章
利
（
名
古
屋
・
平
針
北
小
）

大
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
自
体
、
幸
せ
な
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
二
年
連

続
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
た
だ
、
盤
面
で
負
け
て
い
る
碁

も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
こ
う
打
つ

と
良
か
っ
た
の
で
は
」
と
、
対
局
相
手
の
方
に

教
え
て
い
た
だ
く
と
、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
囲
碁
を
打
っ
て
い
る
と
き
は
、
映
画

を
見
て
い
る
と
き
の
よ
う
な
、
別
世
界
に
い
る

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
生
き
死
に
も
あ
り
ま
す

し
、
駆
け
引
き
も
あ
り
ま
す
。
囲
碁
は
、
と
て

も
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

退
職
教
職
員
互
助
会
の
事
業
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
特
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
も
の
は
、
こ
の
囲
碁
大
会
と
医
療

補
助
金
制
度
で
す
。
退
職
後
も
安
心
し
て
楽
し

い
生
活
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
関

係
者
の
み
な
さ
ま
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。最

後
に
、
昨
年
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た

み
な
さ
ん
、
今
度
こ

そ
、
全
国
大
会
で
良

い
成
績
を
と
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
。

八
月
七
日
（
水
）、
日
本
棋
院
中
部
総
本
部

に
お
い
て
、
第
三
十
回
愛
知
県
教
職
員
囲
碁
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
二
十
七
名

の
会
員
に
参
加
い
た
だ

き
、
各
階
級
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
の
大
会
で
す
が
、
二

回
は
対
局
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
敗
者
戦
も
行

い
、
そ
の
敗
者
戦
で
勝

ち
抜
い
た
方
に
も
記
念

品
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。

八
月
二
十
一
日
（
水
）
〜
二

十
三
日
（
金
）、
第
五
十
三
回

を
数
え
る
文
化
財
め
ぐ
り
に
、

六
十
一
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
遠
路
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
玉
造
・
は
わ
い
温
泉
で

の
宿
泊
と
と
も
に
見
ど
こ
ろ
の

多
い
行
程
が
好
評
で
、
中
身
の

濃
い
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

〈
主
な
見
学
地
〉

・
鶉
野
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
か
さ
い

・
出
雲
大
社

・
小
泉
八
雲
記
念
館
・
旧
居

・
足
立
美
術
館

・
鳥
取
砂
丘

・
砂
の
美
術
館

・
餘
部
鉄
橋　

空
の
駅

縁
結
び
の
ご
利
益
は
い
か
に

新
城
市　

加
藤
由
美
子

以
前
か
ら
、
出
雲
大
社
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
雑
誌
を
買
っ
て
計
画
を
練
っ
て

い
た
が
、
退
教
互
だ
よ
り
を
見
て
、「
こ
の
行

程
い
い
じ
ゃ
ん
！
」
と
即
申
し
込
ん
だ
。

ベ
ス
ト
１　

迫
力
圧
巻
「
出
雲
大
社
」

念
願
の
出
雲
大
社
に
お
参
り
し
た
。
神
楽
殿

に
か
か
る
注
連
縄
は
長
さ
一
三
・
六
メ
ー
ト

ル
、
胴
回
り
最
大
八
メ
ー
ト
ル
。
生
で
見
る
迫

力
た
る
や
圧
巻
。
こ
こ
で
写
真
を
撮
っ
て
も

愛
知
県
教
職
員
囲
碁
大
会

文
化
財
め
ぐ
り

　

〜
魅
惑
の

　
　

山
陰
路
の
旅
〜

ら
っ
た
の
で
、
ほ
ど
け
そ
う
に
な
っ
た
夫
婦
の

縁
は
結
び
直
せ
た
と
信
じ
て
い
る
の
は
私
だ

け
？

ベ
ス
ト
２　

大
胆
繊
細
「
砂
の
美
術
館
」

鳥
取
の
砂
と
水
だ
け
で
造
ら
れ
た
巨
大
ア
ー

ト
の
数
々
。
今
年
は
オ
リ
パ
ラ
イ
ヤ
ー
で
、
展

示
テ
ー
マ
は
、フ
ラ
ン
ス
。
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、

マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
、
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ

ル
…
精
巧
に
造
ら
れ
た
砂
の
芸
術
に
大
い
に
魅

せ
ら
れ
た
。こ
こ
は
、も
っ
と
注
目
度
が
上
が
っ

て
よ
い
と
こ
ろ
だ
。

ベ
ス
ト
３　

枯
山
水
庭
「
足
立
美
術
館
」

ガ
ラ
ス
越
し
に
目
に
飛
び
込
ん
だ
広
大
な
庭

園
の
美
し
さ
。「
わ
あ
！
」
と
思
わ
ず
歓
声
。

こ
れ
が
音
に
聞
い
た
足
立
美
術
館
の
大
庭
園

か
。
確
か
に
桁
外
れ
の
す
ご
さ
だ
っ
た
。

次
点
に
、
鶉
野
飛
行
場
資
料
館
と
防
空
壕
、

餘
部
鉄
橋
を
挙
げ
て
お
く
。
温
泉
も
食
事
も

一
二
〇
点
、
大
満
足
の
山
陰
の
旅
だ
っ
た
。

優勝者には、令和７年１月の全国大会に
愛知代表として参加いただきます。

〈
大
会
結
果
〉

　
　

名
人
戦

　
　
　

優　

勝　
　

野
々
目
章
利

　
　
　

準
優
勝　
　

岩
脇　
　

紳

　
　

段
位
戦
（
福
）

　
　
　

優　

勝　
　

佐
藤　

光
雄

　
　
　

準
優
勝　
　

兼
松　

三
欣

　
　
　

第
三
位　
　

朝
倉　

基
広

　
　
　
　

〃　
　
　

宮
川　

昌
基

　
　

段
位
戦
（
寿
）

　
　
　

優　

勝　
　

前
田　

武
男

　
　
　

準
優
勝　
　

奥
村　
　

明

　
　
　

第
三
位　
　

神
谷　

弘
晃

　
　
　
　

〃　
　
　

新
田　
　

潔

　

級
位
戦

　
　
　

優　

勝　
　

稲
垣　

維
晁

　

※
入
賞
者
数
の
違
い
は
参
加
者

数
の
多
少
に
よ
る

入賞、おめでとうございます
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退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
4
内
田
紋
子
配

偶

者
Ｒ
1
・
8
・
30

Ｈ
4
山
本
秀
司
青

陵

中
Ｒ
4
・
2
・
1

Ｈ
23
荒
井
昭
光
南

光

中
Ｒ
4
・
9
・
11

Ｓ
63
早
川
伊
勢
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
12
・
1

Ｓ
61
大
谷
江
つ
配

偶

者
Ｒ
4
・
12
・
7

Ｈ
9
山
崎
順
一
共

長

小
Ｒ
4
・
12
・
20

Ｈ
9
山
口
郁
夫
八

町

小
Ｒ
5
・
1
・
24

Ｈ
11
岡
田
正
八
高

師

小
Ｒ
5
・
2
・
11

Ｈ
5
松
田
昭
子
西
浦
北
小
Ｒ
5
・
3
・
5

Ｈ
7
大
見　

忠
桜

町

小
Ｒ
5
・
5
・
1

Ｓ
63
織
部
豊
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
5
・
15

Ｓ
58
星
野
浪
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
6
・
1

Ｓ
57
清
水
君
代
配

偶

者
Ｒ
5
・
6
・
21

Ｈ
6
近
藤
恭
生
扇

台

中
Ｒ
5
・
6
・
27

Ｓ
61
飯
見
つ
わ
子
美

合

小
Ｒ
5
・
7
・
3

Ｓ
56
深
津
や
す
子
高

浜

小
Ｒ
5
・
7
・
24

Ｈ
2
村
瀬
春
雄
師
勝
南
小
Ｒ
5
・
7
・
29

Ｈ
4
桐
山
良
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
8
・
2

Ｈ
6
太
田
保
明
双

葉

小
Ｒ
5
・
8
・
16

Ｈ
2
藤
原
紀
雄
豊

小
Ｒ
5
・
9
・
5

Ｓ
61
石
野
幸
子
祥

南

小
Ｒ
5
・
9
・
12

Ｓ
62
市
川
春
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
9
・
29

Ｓ
58
松
井
ひ
さ
美

川

中
Ｒ
5
・
10
・
20

Ｓ
60
後
藤
ノ
リ
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
10
・
26

Ｈ
5
桑
原
美
奈
子
配

偶

者
Ｒ
5
・
11
・
10

Ｈ
7
吉
田　

弘
横
須
賀
小
Ｒ
5
・
11
・
23

Ｈ
19
林　

正
司
配

偶

者
Ｒ
5
・
12
・
11

Ｈ
4
内
田
文
男
小
坂
井
東
小
Ｒ
5
・
12
・
12

Ｓ
62
鵜
井
良
子
萩

野

小
Ｒ
6
・
1
・
3

Ｈ
12
鈴
木
光
生
西

尾

小
Ｒ
6
・
1
・
4

Ｈ
12
野
田
良
江
西
浦
北
小
Ｒ
6
・
1
・
10

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
56
神
谷
美
栄
子
本

宿

小
Ｒ
6
・
1
・
13

Ｓ
61
松
井
伊
三
雄
小
坂
井
中
Ｒ
6
・
1
・
25

Ｈ
11
磯
村
典
之
碧
南
新
川
中
Ｒ
6
・
1
・
26

Ｈ
18
犬
飼
善
昭
師

勝

中
Ｒ
6
・
2
・
12

Ｈ
4
桐
山
昭
治
千

秋

中
Ｒ
6
・
2
・
16

Ｈ
10
小
出
順
啓
清

洲

中
Ｒ
6
・
2
・
26

Ｓ
56
山
田
直
子
五
反
田
小
Ｒ
6
・
3
・
9

Ｓ
61
飯
見
隆
男
美

合

小
Ｒ
6
・
3
・
10

Ｈ
8
柘
植　

晃
扇

台

中
Ｒ
6
・
3
・
12

Ｈ
6
夏
目
武
司
永

和

小
Ｒ
6
・
3
・
12

Ｈ
30
渡
辺
嘉
津
美
野

立

小
Ｒ
6
・
3
・
13

Ｓ
63
酒
井
美
代
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
14

Ｓ
51
酒
井
久
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
15

Ｈ
1
鈴
木
り
つ
配

偶

者
Ｒ
6
・
3
・
16

Ｈ
4
森　

榮
作
長
久
手
南
中
Ｒ
6
・
4
・
1

Ｈ
8
吉
田
俊
彦
師

勝

中
Ｒ
6
・
4
・
6

Ｈ
15
安
藤　

求
豊

小
Ｒ
6
・
4
・
9

Ｈ
12
古
池
祥
一
犬
山
南
小
Ｒ
6
・
4
・
9

Ｈ
1
亀
山
照
哉
福

田

小
Ｒ
6
・
4
・
15

Ｈ
3
中
田
和
男
冨

士

中
Ｒ
6
・
4
・
15

Ｓ
61
斉
木
満
子
中

村

小
Ｒ
6
・
4
・
19

Ｓ
60
角
田
孟
二
六

輪

小
Ｒ
6
・
4
・
21

Ｓ
59
坂
野
友
惠
岩

塚

小
Ｒ
6
・
4
・
22

Ｈ
9
天
野
收
三
羽

黒

小
Ｒ
6
・
4
・
24

Ｈ
6
水
谷
康
二
豊

浜

小
Ｒ
6
・
4
・
24

Ｓ
62
小
林
和
子
西

城

小
Ｒ
6
・
4
・
26

Ｈ
12
佐
藤
正
信
栄

小
Ｒ
6
・
4
・
27

Ｈ
3
野
村
勝
美
小

牧

中
Ｒ
6
・
4
・
27

Ｈ
16
新
藤
三
恵
伝

馬

小
Ｒ
6
・
4
・
29

Ｈ
15
稲
垣
幸
矢
新

明

小
Ｒ
6
・
4
・
30

Ｈ
6
藤
岡
安
美
形

原

中
Ｒ
6
・
4
・
30

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
55
田
中
恵
美
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
5
・
2

Ｈ
3
馬
場
都
司
子
錦

町

小
Ｒ
6
・
5
・
2

Ｓ
56
鈴
木
隆
子
一
色
南
部
小
Ｒ
6
・
5
・
5

Ｓ
57
榎
田
芳
江
大

府

小
Ｒ
6
・
5
・
6

Ｈ
5
崎
下
哲
夫
石

巻

小
Ｒ
6
・
5
・
10

Ｓ
61
大
島
静
雄
大

治

中
Ｒ
6
・
5
・
11

Ｓ
63
加
藤
鳳
璟
井
戸
田
小
Ｒ
6
・
5
・
11

Ｈ
13
竹
内
紀
夫
阿
久
比
南
小
Ｒ
6
・
5
・
11

Ｈ
17
吉
田
和
光
大

宝

小
Ｒ
6
・
5
・
11

Ｈ
7
渡
辺
春
枝
配

偶

者
Ｒ
6
・
5
・
11

Ｈ
12
白
井
幹
郎
鳳
来
中
部
小
Ｒ
6
・
5
・
13

Ｈ
3
鈴
木
博
之
大

蔵

小
Ｒ
6
・
5
・
15

Ｈ
5
日
比
義
明
岩
倉
南
部
中
Ｒ
6
・
5
・
15

Ｓ
57
岡
本　

久
配

偶

者
Ｒ
6
・
5
・
16

Ｈ
7
纐
纈
京
太
郎
春

岡

小
Ｒ
6
・
5
・
16

Ｈ
25
河
合
雅
由
冷

田

小
Ｒ
6
・
5
・
18

Ｒ
5
富
板
真
奈
美
市

江

小
Ｒ
6
・
5
・
20

Ｈ
24
梅
村
満
夫
布
袋
北
小
Ｒ
6
・
5
・
21

Ｓ
57
高
須
和
子
碧
南
新
川
小
Ｒ
6
・
5
・
21

Ｓ
54
花
井
み
つ
え
配

偶

者
Ｒ
6
・
5
・
21

Ｈ
28
宮
部
真
澄
鳥
居
松
小
Ｒ
6
・
5
・
22

Ｈ
10
成
田　

隆
守
山
東
中
Ｒ
6
・
5
・
27

Ｈ
9
紙
谷
忠
和
正

則

小
Ｒ
6
・
5
・
28

Ｈ
21
竹
内
正
樹
小
鈴
谷
小
Ｒ
6
・
5
・
28

Ｈ
24
三
浦
倫
夫
常
磐
東
小
Ｒ
6
・
5
・
28

Ｈ
6
高
木　

威
村

雲

小
Ｒ
6
・
5
・
29

Ｈ
19
鈴
木
貞
男
追

分

小
Ｒ
6
・
5
・
31

Ｈ
5
今
泉
幸
夫
田

峯

小
Ｒ
6
・
6
・
1

Ｈ
17
柴
田
純
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
6
・
3

Ｈ
18
宅
見
信
子
蛭

間

小
Ｒ
6
・
6
・
3

Ｓ
63
早
川
政
夫
上

野

中
Ｒ
6
・
6
・
5

Ｈ
7
藤
井
洋
典
男

川

小
Ｒ
6
・
6
・
5

Ｈ
7
池
田　

元
猪

高

中
Ｒ
6
・
6
・
7

Ｈ
4
瀧
川
武
男
東
郷
西
小
Ｒ
6
・
6
・
7

Ｈ
6
岸　

千
之
大

森

中
Ｒ
6
・
6
・
8

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｓ
59
福
岡
登
美
子
四

郷

小
Ｒ
6
・
6
・
8

Ｈ
12
兒
島
興
治
猪
子
石
小
Ｒ
6
・
6
・
9

Ｓ
61
中
垣　

健
北

陵

中
Ｒ
6
・
6
・
11

Ｈ
6
眞
野
義
輝
廿
軒
家
小
Ｒ
6
・
6
・
13

Ｈ
9
岡
田
哲
彌
小
豆
坂
小
Ｒ
6
・
6
・
15

Ｓ
62
市
川
富
夫
吉
田
方
中
Ｒ
6
・
6
・
16

Ｈ
3
佐
々
木
三
剛
三

沢

小
Ｒ
6
・
6
・
17

Ｈ
14
渡
邉
真
理
子
七

宝

小
Ｒ
6
・
6
・
18

Ｈ
11
野
田
利
明
不

二

小
Ｒ
6
・
6
・
19

Ｓ
57
加
藤
ツ
ウ
上

社

小
Ｒ
6
・
6
・
23

Ｈ
13
園
原
武
志
津

具

中
Ｒ
6
・
6
・
24

Ｈ
10
長
谷
川
幹
雄
篠

田

小
Ｒ
6
・
6
・
30

Ｈ
20
山
口
時
雄
飯

野

小
Ｒ
6
・
7
・
2

Ｈ
2
西
垣
利
雄
高

木

小
Ｒ
6
・
7
・
4

Ｈ
6
雪
吹
保
夫
一
色
南
部
小
Ｒ
6
・
7
・
4

Ｈ
9
杉
田
公
弘
三

和

小
Ｒ
6
・
7
・
7

Ｓ
61
小
坂
井　

稔
南

陽

小
Ｒ
6
・
7
・
8

Ｈ
10
横
井　

隆
大

田

小
Ｒ
6
・
7
・
8

Ｈ
28
伊
藤
芳
典
配

偶

者
Ｒ
6
・
7
・
9

Ｓ
50
嶋
田
一
子
赤

見

小
Ｒ
6
・
7
・
11

Ｈ
2
加
島
義
治
祖
父
江
中
Ｒ
6
・
7
・
12

Ｈ
12
地
宗
一
郎
豊
橋
中
部
中
Ｒ
6
・
7
・
12

Ｈ
8
河
合　

長
六

連

小
Ｒ
6
・
7
・
13

Ｈ
4
川
本
日
出
子
原

山

小
Ｒ
6
・
7
・
13

Ｈ
15
光
岡
公
世
高

橋

中
Ｒ
6
・
7
・
16

Ｈ
3
山
田　

仁
神

丘

中
Ｒ
6
・
7
・
17

Ｈ
2
黒
野
鐺
一
高

橋

中
Ｒ
6
・
7
・
18

Ｈ
17
坂
井
田
酵
三
志

水

小
Ｒ
6
・
7
・
19

Ｈ
7
山
田
暎
二
大

里

中
Ｒ
6
・
7
・
20

Ｓ
57
渡
辺
信
子
配

偶

者
Ｒ
6
・
7
・
20

Ｈ
5
大
岩
和
代
配

偶

者
Ｒ
6
・
7
・
21

Ｓ
63
河
合
義
二
前

芝

中
Ｒ
6
・
7
・
21

Ｈ
13
青
井
治
清
下

山

中
Ｒ
6
・
7
・
23

Ｈ
14
長
坂
俊
一
千

郷

中
Ｒ
6
・
7
・
25

Ｓ
63
前
田　

浩
城

山

中
Ｒ
6
・
7
・
25

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
7
星
野
義
夫
あ
ず
ま
中
Ｒ
6
・
7
・
26

Ｈ
1
江
口
克
己
高

雄

小
Ｒ
6
・
7
・
28

Ｓ
59
川
瀬
か
つ
葉
栗
北
小
Ｒ
6
・
7
・
28

Ｈ
28
萩
野
正
樹
相
野
山
小
Ｒ
6
・
7
・
28

Ｈ
16
村
瀬
傳
治
豊

田

小
Ｒ
6
・
7
・
28

Ｈ
5
桑
原
政
秋
宝

南

小
Ｒ
6
・
7
・
29

Ｈ
20
庄
司
八
郎
北

陵

中
Ｒ
6
・
7
・
29

Ｈ
9
森　

茂
之
川

名

中
Ｒ
6
・
7
・
29

Ｓ
59
中
島
静
子
西

陵

小
Ｒ
6
・
7
・
31

Ｒ
3
藪
崎
昭
彦
旭

中
Ｒ
6
・
8
・
2

Ｈ
4
滝　

嘉
郎
三

条

小
Ｒ
6
・
8
・
5

Ｈ
8
貝
谷
禎
男
伝

馬

小
Ｒ
6
・
8
・
14

Ｈ
24
櫻
井
裕
治
（
津
島
）西
小
Ｒ
6
・
8
・
16

Ｈ
5
白
井
康
雄
富
士
見
小
Ｒ
6
・
8
・
17

Ｈ
7
浅
井　

睦
極

楽

小
Ｒ
6
・
8
・
20

Ｒ
6
諸
戸
優
子
安
城
南
中
Ｒ
6
・
8
・
21

Ｓ
60
竹
中
徹
哉
藤

岡

中
Ｒ
6
・
8
・
22

Ｈ
26
福
田
恵
子
小
坂
井
中
Ｒ
6
・
8
・
23

現
職
山
田
一
世
植
田
北
小
Ｒ
6
・
7
・
17

訃 報

　

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
前
号
以
降
八
月
末
ま
で
の
受
付
で
す
。

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会員番号（２から始まる６桁の数）

2
退教互事務局　

TEL 052-251-5914 / FAX 052-251-5933
退教互ＨＰのＱＲコード

※ 退教互のホームページもぜひご覧下さい。
「 愛知県  退教互 」で検索するか、左の
コードで開いていただく方法が便利です。

～下欄を会員番号や連絡先などの覚えとして
　掲示するなどご活用ください。～
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12月19日（木） 18：30開演　 全席指定 ￥6,000 ⇒ ￥5,500
［出演］  三遊亭好楽　柳家花緑　桂吉弥　春風亭一之輔　桂宮治

12月20日（金） 14：00開演　 全席指定 ￥5,000 ⇒ ￥4,500
18：30開演　 全席指定 ￥5,000

［出演］  春風亭昇太　柳家喬太郎　三遊亭白鳥　林家彦いち

12月21日（土） 17：00開演　 全席指定 ￥6,000 ⇒ ￥5,500
［出演］  桂文枝　桂南光　柳亭市馬　林家木久蔵　三遊亭萬橘

岡谷鋼機名古屋公会堂　4階ホール会　　場

岡谷鋼機名古屋公会堂　大ホール会　　場

未就学児童入場不可年齢制限 各10名定　　員

12月21日（土） 13：30開演　 全席指定 ￥3,500
［出演］  桂三四郎　玉川太福（浪曲）　春風亭昇也　林家つる子

12月22日（日） 13：30開演　 全席指定 ￥3,500
［出演］  柳亭小痴楽　春風亭柳枝　一龍齋貞鏡（講談）　立川吉笑

※都合により出演者が変更になる場合がございます。
　その場合のチケットの払い戻しは致しません。

師走の名古屋の風物詩。 今年、 お陰様で17回目を迎える 「大名古屋らくご祭」。
落語界のトップランナーが今年も名古屋に集まります。

そして公会堂の４階サブ会場では、 次世代の顔が勢ぞろいします。

師走の名古屋の風物詩。 今年、 お陰様で17回目を迎える 「大名古屋らくご祭」。
落語界のトップランナーが今年も名古屋に集まります。

そして公会堂の４階サブ会場では、 次世代の顔が勢ぞろいします。

お支払い方法：クレジットカード、コンビニWEB予約

〈受付期間〉 11月5日㊋10：00～11月22日㊎17：00

https://pitipo.jp 団体PASS：taikyogo

お問い合わせ：チケットぴあ／TEL：052－937－3990
10：00～17：00 （土日祝休み）

※チケットのお申し込みはWEB予約のみ。お電話ではお申し込みいただけません。

事　務　局　日　誌

7

１ 退教互だより第158号発行

９ 第３回理事会

11・12 全教互中部ブロック協議会

20 新退職会員連絡会 （東三河）

24 新退職会員連絡会 （西三河）

27 新退職会員連絡会 （尾張・名古屋）

30 第１回運営研究委員会

31 新退職会員連絡会 （全域）

8

７ 第30回愛知県教職員囲碁大会

21～23 第53回文化財めぐり

28 第２回運営研究委員会

9 ５・６ 全教互職員研修会・全体会

10

５ 海外研修旅行合同説明会

10・11 全教互役員等研修会

30 第３回運営研究委員会
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